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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モジュラ型タイルを床の表面に固着することなく、床の表面上にモジュラ型タイルを設
置するためのモジュラ型タイルの設置システムであって、
　ａ．それぞれ裏面を有する複数のモジュラ型タイルと、
　ｂ．複数のコネクターと、を備え、
　該コネクターの各々は、
　　ｂ１．フィルムと、
　　ｂ２．前記フィルムの一面に配置された剥離可能な接着剤の層と、を含み、
　ｃ．前記コネクターが、隣接するタイルの隣接する縁にかけ渡されて接着剤の層が隣接
するタイルの各々の裏面に接触する時に、接着剤の層が隣接するタイル間の相対的な動き
を防止するように、該接着剤の層がタイルの裏面との間に結合を形成することが可能であ
り、前記コネクターは、前記床の表面に接着することなく、隣接するタイルの縁の一部分
のみに沿って延在し、
　ｄ．前記コネクターが、タイルの裏面に部分的に接触して位置付けられたとき、前記コ
ネクターが、タイルの裏面とおおよそ同じ平面においてタイルの縁を超えて突き出る、モ
ジュラ型タイルの設置システム。
【請求項２】
　フィルムと接着層との間に下塗りコートをさらに備える請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
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　下塗りコートがアクリルを含む請求項２または請求項３に記載のシステム。
【請求項４】
　前記フィルムの一面がコロナ処理されている請求項１～３のうちのいずれか１項に記載
のシステム。
【請求項５】
　剥離可能な接着剤がアクリルを含む請求項１～４のうちのいずれか１項に記載のシステ
ム。
【請求項６】
　接着剤の層とタイルの裏面との間の結合が断たれた後に、コネクターはタイルの裏面と
再結合可能である請求項１～５のうちのいずれか１項に記載のシステム。
【請求項７】
　剥離層をさらに備え、該剥離層の上には複数のコネクターの各々の接着剤の層が、剥離
層と複数のコネクターの各々のフィルムとの間に位置するように複数のコネクターが位置
付けられており、
　複数の個別のコネクターはそれぞれが剥離層から別々に取り外されるように適合されて
いる請求項１～６のうちのいずれか１項に記載のシステム。
【請求項８】
　コネクターディスペンサーをさらに備える請求項１～７のうちのいずれか１項に記載の
システム。
【請求項９】
　ディスペンサーが、剥離層からコネクターの少なくとも一部分を少なくとも部分的に引
き離すための引き離し手段を含む請求項１～８のうちのいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１０】
　各タイルが表面積を有し且つ各コネクターが表面積を有し、コネクターの表面積がタイ
ルの表面積の約５％以下である請求項１～９のうちのいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１１】
　コネクターの少なくともいくつかが約５８平方センチメートルの表面積を有する請求項
１～１０のうちのいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１２】
　少なくとも二つの隣接するタイルの各々と接着層との間の結合強度が約５～１１２ｋｇ
重／ｍの範囲である請求項１～１１のうちのいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１３】
　隣接するタイルにより形成された隣接する縁が全長を有し、コネクターが隣接する縁の
全長の約５～１０％の間にかけ渡される請求項１～１２のうちのいずれか１項に記載のシ
ステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の参照情報：本出願は、「床カバー材設置システムおよび方法」という表題で
２００４年１０月１５日に出願された米国仮出願第６０／６１９，３４０号、「床カバー
材設置システムおよび方法」という表題で２００４年１２月２１日に出願された米国特許
出願第１１／０１８，９４７号、および「床カバー材設置システムおよび方法」という表
題で２００５年６月１５日に出願された仮出願第６０／６９０，７６２号の優先権を主張
し、それらを参照により援用して本文の記載の一部とする。
【０００２】
　本発明は、床カバー材設置システムおよび方法に関し、特にカーペットタイルおよび他
のモジュラ型床カバー材を含む床カバー材設置システムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　床カバー材は、有史以来使用されてきた。最初のかかる床カバー材の材料は、疑いの余



(3) JP 4945452 B2 2012.6.6

10

20

30

40

50

地なく動物の皮または葉もしくは茎などの植物性材料であった。後に、サイザル麻及びウ
ールを含む、種々の天然の繊維を織るか又は結ぶことなどによって、床カバー材が製造さ
れた。２０世紀初頭に、かかる繊維面の床カバー材も人工繊維からも製造され始めた。
【０００４】
　最初の床カバー材は、サイズが動物の皮のサイズに制限されていたが、後に床カバー材
は拡大して部屋の床全体を被覆した。かかる「幅広」床カバー材の「床一面の」設置は、
２０世紀に幅広く使用されるようになった。かかる材料の模範設置例は、部屋の床全体を
被覆する一つのまたは少数の幅広カーペットを利用する。このタイプの床一面の床カバー
材は、一般にいくつかの方法で床に固着される。
【０００５】
　後に、モジュラ型床カバー材は、より小さな、均一な寸法のモジュールまたはタイルを
、ビニルタイルなどの固体表面床カバー材および通常はカーペットタイルと呼ばれる繊維
調表面床カバー材の両方に利用した。２００３年８月１１日に出願された「再構成可能な
モジュール床カバー材」（参照により援用して本文の記載の一部とする）の米国特許出願
公開第２００４／０２５８８７０号で説明されるように、タイルは床材の表面全体を被覆
しない、部屋の一部に敷くじゅうたんとして設置してもよい。しかしながら大多数のタイ
ルは床一面の設置に利用されている。タイルは伝統的に、隣接するタイルの縁を整合し、
各タイルの縁を行と列に整合して設置されてきた（「従来のカーペットタイル設置法」）
。従来のカーペットタイルは、歴史的に、幅広カーペットの外観を模倣すること、および
製品がモジュラ型である事実を隠すか、または少なくともあまり強調しないことが求めら
れた製品であった。この結果を達成するには、最小限、床材設置においてカーペットタイ
ルまたはモジュールが、モジュールが製造された時に方向付けられていたのと同じように
（すなわち、モノシリックに）方位付けられることが必要であった。しかしながら、近年
においては、繊維調の表面を有するモジュラ型床材の設計者は、床材の設計および床材が
モジュラ型であることを隠そうとするのではなく、むしろ床材がモジュラ型であることを
歓迎している床材設置を始めた。例えば、モジュールは今でも整合された行および列に設
置されているが、モジュールは「四分の一回転されて」設置され、各タイルの各隣接する
タイルに対して９０°に回転されて位置されている。さらに、米国特許第６，９０８，６
５６号明細書に記載されているように、位置または回転方位とは無関係に「ランダムに」
設置することができるカーペットタイルが開発され、参照により援用して本文の記載の一
部とする。
【０００６】
　しかしながら、モジュールは必ずしも整合された行および列に設置されるとは限らない
。例えば、タイルは、タイルの列が隣接するタイルの列に対して上にシフトまたは下にシ
フトして見えるように、モジュールの整合された行を形成しない整合された列でも設置さ
れる（「アシュラー設置法」）。他の設置では、タイルは、整合された行を形成するが、
列は互い違いにされて設置される（「煉瓦積み方式」）。
【０００７】
　床カバー材モジュールが一般的に比較的大きなサイズおよび重量であると、床カバー材
が組み立てられる際にモジュールが位置付けされる位置にモジュールを維持することが容
易になるが、モジュールの動きにさらに抵抗する方法を提供することが望ましい。これは
伝統的にモジュールをその下側にある床表面に様々な方法で固着することによって達成さ
れてきた。
【０００８】
　モジュールは、多くの場合、最初にモジュールの下側の床表面に接着剤の層を塗布し、
次いでタイルを接着剤の上に位置付けすることにより、床に接着される。この方法で、接
着剤は典型的に床材モジュールの裏面の表面積全体に接触するので、これにより材料のコ
ストが上がり、タイルが不正確に位置付けられた場合にそれらを位置付けし直すことが困
難になることが多い。これは継ぎ目でマッチされなければならないパターンが付けられた
モジュールを設置する際に特に問題になる。さらに、タイルが最終的に取り外される時に
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、接着剤が床材の表面に残留し、かつ接着剤が取り外されたタイルの一部分を保持してし
まうこともある。この接着剤（および接着剤で保持されているいかなる床材の材料）は、
新たなタイルを設置する前に、滑らかな表面を創出するために床から取り除かれなければ
ならない。これによって設置プロセスにさらなるコストと時間がかかる。
【０００９】
　モジュールはまた、接着剤をモジュールの裏面全体（または任意の部分）に予め塗布す
ることによって設置してもよい。例えば、各モジュールの裏面にわたる比較的幅狭の帯状
部に接着剤を塗布し、そしてモジュール設置前に、プラスチックフィルム又は紙細片で覆
い、モジュールが配置される直前にプラスチックフィルム又は紙細片を剥離してもよい。
しかしながら、この場合でもこの方法はモジュールを直接床に固着することを含み、結果
的に上述された欠点をもたらす可能性がある。
【００１０】
　モジュールも両面接着テープを使用することによっても設置され、それによりテープの
一方の面がモジュールの裏面に位置付けられ、テープの他方の面が床に位置付けられて、
モジュールを床に固定する。両面テープもまた、隣接するカーペット及びカーペットタイ
ル縁の間且つそれらの全体に沿って位置付けられていた。しかし、接着剤と同様に、両面
テープは、タイルを位置付けし直すことができない可能性があり、そしてタイルを取り外
す際に床に残留物を残す可能性もある。さらに、テープは低い引張り強さを有し、比較的
非弾性的であり、その結果延伸しやすくその元々の形状に戻らない傾向がある。これによ
って、結果として隣接するタイル間に隙間が形成される可能性がある。
【００１１】
　床に直接固着することに加えて、モジュールは機械的な留め具または接着剤で被覆され
たパッドを用いるなど、その下側にある床材表面に間接的にも取り付けられてきた。例え
ば、フックおよびループファスナーが使用され、それによりループファスナーのフックま
たはループのいずれか一方のシートが床に固定されて、フックまたはループの他方のシー
トがモジュールの裏面に備えられる。モジュールのフックまたはループは床上のフックま
たはループに係合して、モジュールを床材に固定する。接着剤で被覆されたパッドもまた
使用されてきた。例えば、剥離可能な接着剤で両面が予め塗布された発泡パッドが使用さ
れてきた。設置中に、剥離紙がパッドの両面から取り外されて接着剤を露出させ、パッド
は床に固着される。次いで、カーペットタイルはパッドの上に位置付けられて、接着剤に
よってその位置に保持される。これらのシステムおよび方法は、設置者のタイルを再度位
置付けする能力を改善し得るが、設置の材料コストを顕著に増加させる。さらに、これら
の設置法を用いると、タイルは互いに対してより動きやすくなってしまい、それにより設
置体（施工物）において隙間が生じる。
【００１２】
　タイルを直接でも間接でも床に固着しない他の設置法がある。例えば、ダクトテープな
どの一片面の接着テープを使用して、隣接するタイル同士が共に固定されていた。タイル
は表を下に向けて位置付けて、テープがタイルの隣接する縁全体に沿って固定される。隣
接するタイル間の結合を壊すことなく、タイルは注意深く裏返され、タイルの摩耗表面を
露出させる。この方法は、継ぎ目全体に沿って隣接するタイル縁同士をテープで張り合わ
せるための多額の材料投資だけでなく、タイルにテープを位置付けるためにかなり多くの
時間を必要とする。さらに、かかる接着テープは比較的薄いため、タイルの裏面にテープ
を所望通りに位置付けることが難しく、また両面接着テープと同様に、引っ張り強さと弾
力性が低いため、圧力がかけられると恒久的に延伸してしまい、それによって隣接するタ
イル間に恒久的な隙間を生じさせやすいものとなってしまう。
【００１３】
　床カバー材設置法は存在するものの、モジュールを安定した床カバー材へと設置するた
めに必要な時間と材料コストを削減するシステムと方法が必要である。
【発明の開示】
【００１４】
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　本発明は、床カバー材を設置するために必要な時間およびコストを削減するシステムお
よび方法を提供することによって、従来のモジュラ型床材設置法の問題に対処する。コネ
クターを使用して隣接する床カバー材ユニットを接合する。コネクターはモジュラ型床カ
バー材ユニット（「タイル」）の設置において特に有用である。各コネクターはフィルム
とフィルムの一方の面に塗布された接着層とを含む。コネクターを使用してタイルを設置
するために、第１のタイルは、従来のタイル設置法によって決められる位置で床材に位置
付けられる。コネクターは、接着層が上を向きかつ床に接触しないように位置付けられる
。コネクターは典型的に、接着層の一部分のみがタイルの裏面へ接着して、コネクターの
残りの部分がタイルの裏面から延在する（はみ出す）ように位置付けられる。次いでタイ
ルが、コネクターの一部分が隣接するタイルに接着するように、第１のタイルに隣接して
位置付けられる。このように、コネクターは隣接するタイルの隣接する縁にかけ渡される
。タイルはその下側にある床の上で組み立てられるが、床の表面にタイルを固着する必要
はない。むしろ、タイルはコネクターで互いに連結されて、タイルがその下側にある床表
面上に「浮く」床カバー材を創出する。
【００１５】
　コネクターは設置体において、隣接する縁全体に沿って位置付ける必要がなく、また全
ての隣接するタイルの縁にかけ渡される必要もない。むしろ、コネクターの寸法は、コネ
クターを設置体において位置付ける時に、コネクターが隣接する縁全体の長さに沿って延
びないようになっている。さらに、任意の数のコネクターが隣接するタイル間の任意の数
の位置において使用されてもよいが、本発明の利点は、組み立て物内の戦略的な位置にお
いて（４つのタイルが合わさるいくつかの角などで）コネクターを置くことにより完全に
実現する。これは、設置中に全ての隣接するタイルの縁を固定させるために、固定のため
の材料を隣接するタイルの縁全体に沿って設置することが必要だった従来の設置法とは対
照的である。
【００１６】
　タイル設置を安定化するために必要なコネクターの寸法および最低限の数が比較的小さ
いことによって、従来のタイル設置法からの材料コストの大幅な削減をもたらすことがで
きる。さらに、コネクターの使用は、設置前に床を前処理する必要をなくすことにより設
置時間を大幅に削減する。設置者が接着剤の層を床に塗布し、次いで接着層にタイルを位
置付けるために設置者が塗布時の歩みを再びなぞる代わりに、設置者はコネクターを用い
て進むままにタイルを位置付けて固定する。さらに、コネクターに剥離可能な接着剤が使
用されており、コネクターに接触するタイル表面積が限られているならば、タイルを必要
に応じて容易に位置付けし直すことができる。またさらに、タイルはタイルの下の床と相
互に作用しないため、床から容易に取り外すことが可能であり、取り外される時に下の床
にほとんどまたは全く接着剤を残さない。その結果、床が他の床カバー材で新たに覆われ
る前に、床を再度仕上げ加工する必要がない。
【００１７】
　設置は、コネクターを含み、かつ好ましくはすぐに掴めるような形態で個別のコネクタ
ーを出すディスペンサーを使用することにより、迅速に進めることができる。ディスペン
サーは、剥離層または他のコネクターからのコネクターを引き離す構造を有してもよい。
ディスペンサーは設置者のベルトおよび足に取り付けてもよく、例として、ロール状のコ
ネクター、剥離材料のロール上のコネクター、扇状に折りたたまれた剥離材料上のコネク
ター、または個別のコネクターを含み得る。ディスペンサーは詰め替え可能であってもよ
く、又は使い捨てのために設計されてもよい。
【００１８】
　ディスペンサーは、その長さに沿ってコネクターを間隔をあけて連続して担持するスト
リップ（帯状片）の剥離材料のための筺体を有するのが好ましい。ディスペンサーはまた
、ユーザーにコネクターを差し出すための開口部を有してもよく、そしてコネクターの剥
離および開口部を通してユーザーにコネクターを差し出すことを制御するためのアクチュ
エーターを有してもよい。ディスペンサーは、ベルトループまたはレッグストラップなど
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の、ディスペンサーをユーザーに取り付けるための一つ以上の取付け部材をも有してもよ
い。小分けして出された（ディスペンスされた）コネクターを使用してカーペットタイル
を設置するために設置者が部屋内を移動できるように、カーペットの設置中に、取付け部
材を使用してディスペンサーがカーペット設置者に取り付けられる。コネクターを得るた
めに、カーペットタイル設置者はアクチュエーターを動かして、コネクターを剥離材料か
ら離し、コネクターが容易につかめる開口部を通してコネクターを差し出す。次いでコネ
クターを一つ以上のカーペットタイルに付着してもよい。
【００１９】
　別の実施形態は、コネクターから出口までの開口部を有する筺体および第１の位置から
床表面上の所望の位置に近くかつ第１の位置よりも開口部に近い第２の位置まで手の動き
で作動されるアクチュエーターを有するディスペンサーを提供する。ユーザーの手の第１
の部分が開口部に接触可能でありかつ、同時にユーザーの手の第２の部分が第２の位置に
おいてアクチュエーターに接触するように、ディスペンサーの開口部はアクチュエーター
の第２の位置に手が届く範囲内であってもよい。これによりユーザーは、アクチュエータ
ーを第１の位置から第２の位置まで動かした後に、開口部から差し出されるコネクターを
容易につかむことができる。
【００２０】
　本発明の別の実施形態では、コネクターの束（スタック）であって、それぞれが一方の
面に接着剤を有するコネクターの束が、結合又は別のやり方で共に付着される。コネクタ
ーの束における個別のコネクターは、結合されるかまたは様々な方法で共に付着されても
よい。例えば、あるコネクターの接着面側の接着剤は、隣接するコネクターの対向する面
に剥離可能に付着してもよく、この対向面には接着剤が永久的結合状態または取り外しが
難しい結合状態を形成することを防ぐ剥離コーティングが塗布されてもよい。一般的に、
束において隣接するコネクターは、同じ方向に方位付けられかつ整合されている。別の実
施例として、第１のコネクターの接着層が剥離材料に付着されかつ第２のコネクターの対
向面も同様に剥離材料に付着された状態で、剥離層が隣接するコネクターを引き離しても
よい。さらに別の実施例として、コネクターの束は、剥離材料の単一のストリップであっ
て、ストリップ上で隣接するコネクターが束において互いに重なり合うように折りたたま
れたストリップ、すなわち扇状に折りたたまれた剥離材料上に付着された連続するコネク
ターであってもよい。コネクターの束は、個別のコネクターをコネクターの束から取り外
す時にユーザーを支援するディスペンサー内に含まれてもよい。
【００２１】
　カーペット設置中に、カーペット設置者は、束から個別のコネクターを取り外しかつカ
ーペット縁の裏面に個別コネクターを付着することによって、コネクターの束を使用し得
る。
【００２２】
　本発明の別の実施形態は、一方の面に水性接着剤または合成ポリマーベースの接着剤を
備えたフィルムを有するコネクターを提供する。接着剤は、揮発性有機化合物含有量が低
いか又は全く有していなくてもよく、かつ可塑剤耐性を有していてもよい。
【００２３】
　コネクターはカーペットタイルの設置を容易にするための位置合わせ用の印を有する。
このような印は、マーキング、色と十字線、線、点、ブロックなどの物体と、多色で区切
られた部分および四象限などを含む。
【００２４】
　本発明の別の実施形態は、一方の面に接着剤を有するコネクターを使用するカーペット
タイルの設置法を提供する。設置者は、カーペットタイルとタイルの裏面を床表面に載せ
た状態で床表面上の所望の設置位置またはそれに近い位置にカーペットタイルを配置する
。設置者は、タイルの縁、角、または他の部分を持ち上げるために一方の手を使い、コネ
クターの露出した部分がタイルの縁を超えて延在するように、タイルの縁または他のタイ
ル部分の裏面にコネクターの接着側を上にして付着するために他方の手を使う。設置者は
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次いで、第２のタイルを第１のタイルに隣接して配置し、第２のタイルの裏面をコネクタ
ーの露出部分に付着する。ディスペンサーがコネクターを、接着面を上にして、かつコネ
クターが付着されたカーペットタイルの部分に都合の良い位置で、コネクターを設置者に
提供してもよい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　本発明は床カバー材の設置システムおよび方法に関する。当業者は、ここに記載された
システムおよび方法は多様な床カバー材設置体に使用できることを理解するであろう。し
かしながら、出願人はここに記載されたコネクターは、モジュラ型床カバー材ユニット（
以下「タイル」と称される）の全てのタイプの設置（床一面設置および部屋の一部に敷く
じゅうたん設置を含む）に特に有用であることを見出した。タイルは、寸法および形状の
範囲において、様々な色および風合いを有してもよい。例えば、個別のタイルは、六角形
、四角形、長方形、三角形および他の形状を含むがこれらに限定されない木材板またはセ
ラミックの形状および他のタイルを模造する形状であってもよい。加えて、タイルは種々
の風合いにて提供されてもよい。本発明のタイルは典型的には織られた表面をもつ従来の
カーペットタイル（タフトされた、溶着された、及び印刷された面を含むがこれらに限定
されない）であるが、織られたおよび織られていない繊維床材、硬いビニル、セラミック
、革、または他の任意の好適な材料を含む、他のモジュラ型材料でもあり得る。タイルは
、合板、積層体、リノリウム、ビニルタイル、堅木およびコンクリートを含むがこれらに
限定されない一般的に滑らかな表面に設置するのが好ましい。しかしながら、以下に述べ
るように、タイルは、タイルとその下側にある床の間に配置され、パッドおよび幅広カー
ペットを含む中間基板に設置してもよい。
【００２６】
　図１は本発明のコネクター２０の一実施形態を示す。コネクター２０はフィルム２２と
フィルム２２の一面に塗布された接着層２４とを含む。剥離層２６は接着層２４の上に配
置されてその下にある接着剤を保護する。使用時に、剥離層２６はコネクター２０から取
り外されて接着層２４を露出させる。以下にさらに詳細に記載されるように、コネクター
２０は接着層２４が隣接するタイルの裏面に接触して、タイルの隣接する縁にかけ渡され
、それによりタイルが互いに連結して、床カバー材を形成する。このように、タイルを床
表面に固着する必要なしに、タイルはその下の床の表面で組み立てられるため、タイルは
タイル下の床の表面上で「浮く」床カバー材を創出する。
【００２７】
　フィルム２２は任意の好適な材料であってもよいが、本発明に従って迅速な床材設置を
容易にするために、タイルの裏面に部分的に接触して位置付けられたコネクターがタイル
の裏面とおおよそ同じ平面においてタイルの縁を超えて突き出るように、比較的硬い材料
で作られているのが好ましい。これにより突き出たコネクターの一部分を正確に位置付け
て、隣接するタイルに適切に接触させることが容易になる。これは、典型的には接着テー
プの長さの一部分（全てではない）が付着されたタイルの裏面から大きく丸まるか垂れ下
がるであろうほとんどの接着テープよりも堅い。同時に、本発明のコネクターがそれから
作られるフィルム２２は、所望であれば巻かれたコネクターの扱いを容易にしかつコネク
ターを床またはタイルの凹凸に適合させるのに十分柔軟性を有する必要がある。
【００２８】
　フィルム２２はまた、隣接するタイルのよじれをもたらす可能性のある収縮に対して耐
収縮性を有し、通行量および転動荷重の下で延伸に抵抗する比較的高い引張り強さも呈す
る必要がある。例えば、流れ方向で１６０～２７０メガパスカル（「ＭＰａ」）および流
れ方向に交差する方向で１６５～２１０ＭＰａの間の引張り強さを示す材料は、特にこの
出願に好適であることが分かった。さらに、材料が壊れる前に引き伸ばされるか延伸し得
るパーセンテージは、引張応力がかけられた時にコネクターの破損および不具合を防ぐ程
度に比較的高いことが必要である。例えば、使用される材料は、壊れる前に流れ方向の面
積が１２０～２００％および流れ方向に交差する方向の面積が１５０～１７０％延伸可能
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であることが好ましいが必要ではない。
【００２９】
　好適に硬く、薄く、強く、耐水性を有しかつ安価な繊維および金属を含むポリマー材料
、板紙および他の材料もまたフィルム２２に使用してもよい。しかしながら、フィルム２
２は好ましくはポリオレフィン、ポリアミド、またはポリエステルなどの合成ポリマー材
料であることが好ましく、ポリエチレンテレフタレート（「ＰＥＴ」）ポリエステルであ
ることがさらに好ましい。これらの材料は比較的安価であり、使用時にその下の床に適合
し、腐食に強いであろう。フィルム材料はリサイクル可能であることが好ましいが、そう
である必要はない。
【００３０】
　フィルム２２は好ましくは０．０００５インチ～０．０１５インチ（約０．００１３ｃ
ｍ－０．０３８ｃｍ）の範囲の厚さを有し、さらに好ましくは０．００３インチ－０．０
１インチ（約０．００７６ｃｍ－０．０２５ｃｍ）の範囲であり、よりさらに好ましくは
０．００５インチ（約０．０１３ｃｍ）である。フィルム２２はまた、フィルム２２と接
着層２４との間の接着を促進させる接着層２４が塗布される面と同じ面に塗布されてアク
リルのコーティングなどで下塗りコート（図面に示さず）されてよいが、そうでなくても
よい。フィルム２２は一面または両面をコロナ処理されて、表面張力を増加させ、接着促
進コーティングを使用することなく、フィルム２２と接着剤２４の間の接着を促進させて
よい。
【００３１】
　フィルム２２は、円形または正方形もしくは三角形などの任意の直線で構成された形状
を含むがこれらに限定されない任意の形状であってもよい。正方形はほとんどの設置に好
適である。さらに、フィルム２２の寸法は設置されたタイルの寸法に応じて決めることが
できる。しかし、原則としてフィルム２２の表面積は、コネクターを付着しようとするタ
イルの表面積の１％まで小さくすることができ、好ましくは２～５％の範囲にすることが
できる。９平方インチ（約５８平方センチメートル）を超えるコネクターの表面積は、１
８インチ四方（約４６センチメートル四方）または５０センチメートル四方のタイルの設
置を安定化することに有意義に貢献しないことが見出されている。従って、材料を節約し
費用を抑えるために、コネクター２０は約３×３インチ四方（約８×８センチメートル四
方）以下であることが望ましいが、そうでなくてもよい。
【００３２】
　接着層２４は、本発明での使用に望ましいある特性を示す任意の接着剤とすることがで
き、特定のタイプまたはコネクターに使用される接着剤量は、多くの場合、コネクター２
０と共に使用されることが意図されるタイルに応じて決めてよい。いくつかのカーペット
タイルは、裏地層を有しており、裏地層は、その柔軟性を増加しおよび／または他の特性
を変化させる可塑剤を含有する。可塑剤は移動する傾向をもち、あるコネクターの接着剤
に移動し得る。このような可塑剤の移動によってコネクターの接着特性が弱くなり、接着
剤の効率を低下させる可能性がある。揮発性有機化合物含有量（「ＶＯＣ」）をほとんど
有さずまたは全く有さない水性接着剤（溶媒系接着剤ではない）は可塑剤耐性を有し得る
ので、従って一般的には、可塑剤の移動に対する抵抗性が所望される場合に（すなわち、
可塑剤を含有するカーペットタイルの設置において）望ましい。識別番号９４６５、６０
３２、６０３５、及び６０３８、ならびに特に９４６５（主にアクリレートターポリマー
）および６０３２（粘着性が付与されたアクリレートコポリマー）で３Ｍより販売されて
いるものを含むアクリル接着剤が好適である。さらに、接着剤２４は、水または典型的な
カーペット洗剤に対して耐性があることが好ましいが、そうであることは必須ではない。
剥離可能な接着剤を使用することも好ましい。
【００３３】
　全てのコネクター２０の接着層２４は、タイルの裏に良好に接着する必要がある。しか
しながら必要であれば、タイルへの接着はコネクター２０に対する、タイルを取り外すこ
とおよび位置付けし直すことを防ぐ程に強くあるべきではない。タイルと接着剤の間の結
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合強度（すなわち、タイルの裏地層から接着層２４を引き離すのに必要な力の量は、ＡＳ
ＴＭ　Ｄ－３３３０試験（一般的に「９０度剥離試験」と称される）を使用して測定する
ことができる）が強すぎる場合、接着層２４はフィルムから剥がれてタイルに残留し、そ
れによりコネクターを壊すであろう。従って、接着層２４とタイルとの間の結合強度は、
接着層２４とフィルム２２との間の結合強度よりも強くするべきではない。
【００３４】
　結合強度は好ましくは、室温で、５～１００オンス／インチ（約５～１１２ｋｇ重／ｍ
）の範囲である。好ましい結合強度は、タイルの裏地層に応じて決めてよい。例えば、接
着剤と堅裏地のタイル（例えば、ＰＶＣ、ポリウレタン、またはポリオレフィンから作ら
れたものなど）との間の結合強度は、好ましくは約５０～７０オンス／インチ（約５５～
７８ｋｇ重／ｍ）である。接着剤と織物調の裏地層（例えば、織られたポリオレフィンま
たはフェルトの裏地層など）を有するタイルとの間の結合強度は、好ましくは約１０～６
０オンス／インチ（約１１～６７ｋｇ重／ｍ）である。さらに、接着剤とクッション裏地
のタイルとの間の結合強度は、好ましくは約４０～６０オンス／インチ（約４４～６７ｋ
ｇ重／ｍ）であり、接着剤とビチューメン裏地のタイルとの間の結合強度は、好ましくは
約１０～２０オンス／インチ（約１１～２２ｋｇ重／ｍ）である。高温でのタイルと接着
剤の間の結合強度は、室温での結合強度の±１５％内に留まることが好ましい。
【００３５】
　各コネクター２０に施された接着剤の量（すなわち、接着層の厚さ）は、コネクター２
０と共に使用されるタイルだけでなく、コネクター２０の寸法に応じて決めることができ
る。しかしながら、接着剤の量は上述された結合強度を達成することを可能にすべきであ
るが、コネクターがタイルの裏面に十分に接触および係合して、接着剤の量は、接着剤が
コネクター２０およびタイルの接触面を超えて移動し、その下の床に接触するほど多くな
いことが好ましい。このように、床カバー材設置体はその下の床に対して固定されない状
態を保つので、モジュラ型ユニットを最終的に取り外す場合にそれを促進するであろう。
約０．０００５～０．０１０インチ（約０．００１３～０．０２５ｃｍ）の厚さの接着剤
、より好ましくは約０．００２～０．００８インチ（約０．００５～０．０２０ｃｍ）の
厚さの接着剤を有するコネクター２０は、ほとんどの用途に好適であることが見出されて
いる。
【００３６】
　織られたまたは編まれた織物調の裏地層を有するタイルの場合、典型的にはより多くの
接着剤が裏地層に形成された空隙（穴）に浸透する必要があり、それによりタイルと接着
剤の間に十分な界面接触をもたらす。厚さ約０．００５～０．００８インチ（約０．０１
３～０．０２０ｃｍ）の接着層２４を有するコネクターが、織物調の裏地層を有するタイ
ルに対して好ましい。堅裏地のタイルなどの比較的平坦または浅くエンボス加工された裏
地層面を有するタイルの場合、より少ない接着剤、好ましくは０．００２～０．００３イ
ンチ（約０．００５～０．００８ｃｍ）の範囲内の厚さを有する接着剤を使用してもよい
。
【００３７】
　コネクターでの使用が意図されている全ての接着剤は、さらにコネクターに対してタイ
ルがまたはタイルが互いに対して動いてしまい、それにより設置後に隣接するタイル間に
隙間が創出されることを防ぐだけの十分な剪断強度を有することが必要である。
【００３８】
　図面には示されていないが、コネクター２０にロゴまたは他のデザイン要素を与えるこ
とが可能である。例えば、接着剤が塗布されるフィルムの側にロゴをインクで付けてもよ
い。この様に、典型的には高いＶＯＣ含有量を有するインクは、フィルムと接着剤との間
に閉じ込められ、インクからの望ましくない放出を防ぐ。さらに、コネクターを剥離紙上
に位置付ける時に、ロゴもフィルムにより保護される。これにより、ロゴがコネクターか
ら偶発的に引っかき落とされるか取り外されることが防がれる。
【００３９】
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　タイルの設置を容易にするための位置合わせ用の印（図面に示されず）をコネクターに
印刷または施すことが有用であり得る。従って設置者にとって必要なことは、印のあるタ
イルの縁（またはタイルの他の部分）を整合して、隣接するタイル間で確実にコネクター
を最適に配置することだけとなる。タイルがコネクターのどこに配置されるかを、設置者
に伝える印は任意のものを使用できる。例えば、コネクターには、十字形、コネクターの
縁に並行かつ横断する境界線、点、ブロック等を施すことができる。さらに、コネクター
の異なる部分に色を付けること（コネクターを４分の１に分割して、各４分の１に異なる
色を付けることなど）、適切なカーペットタイルの位置付けを示すことができる。
【００４０】
　剥離層２６は、剥離層２６が接着剤に接着せず、コネクターから剥離層２６が取り除か
れることを防ぐような接着剤に適合可能な任意の材料にし得る。その少なくとも一面に、
ポリマーコーティング（例えば、高分子シリコーン）などの低エネルギーコーティングを
有するクラフトペーパーが、本出願に特に好適であることが見出されている。しかしなが
ら、本発明の使用に好適な剥離材料は、３Ｍなどより広く市販されており、当業者に容易
に知られている。
【００４１】
　コネクター２０は好ましくは、設置に使用されるために所望の形状および寸法に全部ま
たは部分的にすでに切断されている個別のユニットとして設置場所に提供される。各コネ
クター２０は別々に製造されてもよいが、製造の経済的意義は、意図されたコネクターの
寸法よりも大きいフィルム２２、接着層２４、剥離層２６のサンドイッチ構造を最初に製
造し、次いでそのサンドイッチ構造からコネクター２０を切り取ることにより達成されて
もよい。接着層２４は所望のフィルム２２上に塗布され、その後剥離層２６が接着層２４
に接触して位置付けられてサンドイッチ構造を形成する。別の製造実施形態においては、
最初に接着層２４が剥離層２６に塗布されて、その後フィルム２２が剥離層２６上に位置
付けられてサンドイッチ構造を形成する。
【００４２】
　得られたサンドイッチ構造は次いで所望の形状および寸法のコネクター２０に切り取ら
れてよいことは明らかである。しかしながら、多くのコネクター２０が単一の剥離層２６
に与えられるのが好ましい。例えば、予め多く切り取られるか又はミシン目をいれられた
コネクター２０は、剥離層２６のストリップに沿って連続して位置付けられてよい。取扱
いと保存を容易にするために、コネクターがロールの外側（図２を参照）または内側に位
置付けられるか、あるいは連続したコネクター２０がアコーディオン状に折りたたまれる
ように、このストリップを巻き取ることができる。さらに、多くのコネクター２０が剥離
層２６のシートに与えられ得る。フィルム２２はミシン目２８（図３を参照）をつけられ
るか、あるいは設置中に剥離層２６（図示せず）から取り外すことを容易にするために所
望のコネクターの形状および寸法に完全に切り取られてよい。剥離材料のストリップまた
はシートに提供されるコネクター２０の理想的な数は、設置規模によって変わることは明
らかであろう。
【００４３】
　剥離材料のストリップまたはシートにコネクター２０を提供することは、剥離層２６か
らコネクター２０を取り外すことを容易にし、従って設置時間を削減することが見出され
ている。剥離材料のストリップに提供されたコネクター２０に関して（図２に示されるよ
うに）、設置もまたコネクターディスペンサーの使用を介して迅速に進めることができる
。このディスペンサーは、少なくとも一つの巻き上げられたまたはアコーディオン状に折
りたたまれたコネクター２０のストリップを保持し、さらに好ましくは剥離層２６からコ
ネクター２０を引き離す仕組みを提供する。ディスペンサーは、例えばバックパックとし
て作られるか、あるいは設置者のベルトに取り付けられるように形造られてよく、好まし
くは少なくとも一つの（および好ましくはさらに多い）コネクター２０のロールを支える
構造を含む。
【００４４】
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　このようなディスペンサーの一実施形態において（図４を参照）、コネクター２０を担
持する剥離材料のロールは、例えば、プラスチック、金属、またはボール紙などの任意の
十分に堅い材料から作られる箱３０に収納される。箱は好ましくは３つの開口部３２、３
４、３６を含み、これを通して剥離材料のストリップが送られる。剥離材料のストリップ
は第１の開口部３２を通って送られ、その開口が突起部３８に位置付けられている。剥離
材料は次いで第２開口部３４を通って箱３０の中に送られて戻り、第３開口部３６から出
ていく。使用時に、設置者は第３開口部３６から延在している剥離材料のストリップを引
っ張る。これによって、コネクター２０を担持する剥離層２６のロールの部分を前進させ
る。剥離層２６が突起３８を超えて延在すると、比較的硬いコネクター２０は突起３８の
形状に適合できず、突起３８を超えて進むことができない。その代わりにコネクターの前
進端が剥離層２６から外れると、その後、設置者は外れた前進端を容易に握って、コネク
ター２０を完全に剥離層２６から取り外すことができる。明らかに、ディスペンサーが支
えられるコネクターが多くなるほど、設置者が設置中にディスペンサーを再装填しなけれ
ばならない回数はより少なくなる。これは大がかりな設置中に特に有用となる可能性があ
る。
【００４５】
　このようなディスペンサーの別の実施形態において（図１０～１３を参照）、ディスペ
ンサー７０は剥離材料７４のロール上でコネクターを保持する筺体７２を含む。アクチュ
エーター７６は、上位置又は開始位置からスロット７８の経路に沿って下に動かされて、
筺体において剥離材料７４のロールから単一のコネクターの剥離を引き起こす。ディスペ
ンサー７０は、ユーザーのコネクターの接着剤側への接触を制限するように、剥離材料か
らコネクターを引き離して個別のコネクターをすぐに掴めるような形態で作り出す。具体
的には、スロット７８に沿ってアクチュエーター７６が動かされた後に、筺体７２はコネ
クターをユーザーの手の最終的な位置に近い位置で差し出してコネクターの剥離を引き起
こすための開口部８０を有する。このように、アクチュエーター７６を開始位置からスロ
ット７８の線状の経路沿いに最終位置へと動かすと、個別のコネクターが剥離材料から剥
離（または部分的に剥離）されて、開口部８０を通ってユーザーが手で握るのに便利な位
置で、ユーザーへ差し出される。ユーザーが一旦アクチュエーター７６から手を離すと、
アクチュエーター７６はスロット７８の上部の開始位置に戻る。アクチュエーター７６の
開始位置を、ユーザーにとって便利な位置に位置付けて、ディスペンサー７０をユーザー
の体に取り付ける時にアクチュエーター７６をユーザーの手に便利なように位置付けられ
てユーザーがアクチュエーター７６を握って動かすのに必要な動きの量が制限されるよう
にすることが好ましい。
【００４６】
　ディスペンサー７０は、ベルトループ８２を用いて設置者のベルトに取り付けられてよ
く、かつストラップ（図示せず）を用いて筺体７２に取り付けられた脚取付部８６の開口
部８４を通してディスペンサーを設置者の足に取り付けられてもよい。脚取付部８６は曲
線形状を有し、比較的柔軟な材料（例えばゴム）で形成されているので、開口部８４を通
ったストラップで設置者の足の周りを堅く締めると、脚取付部８６は脚と筺体７２の間の
脚の形状に適合するクッションを形成する。あるいは、脚取付部８６および筺体７２は一
体化してもよい。ディスペンサーは、ディスペンサーをユーザーに取り付けるための多様
な取付け部材（例えば、ベルトループ、ストラップの開口部、ストラップ、クリップ等）
を有してよい。
【００４７】
　図１１はコネクターディスペンサー７０の分解斜視図である。回転鎖９０を備える駆動
部品群８８は、巻き取りローラー９６を駆動する駆動部材（図１４～１５に示される）お
よびメーターローラー９８を駆動する駆動部材（同様に図１４～１５に示される）に取り
付けられる。これらのローラー９６、９８もまた巻き取り棒９２およびメーターローラー
棒９４に取り付けられて、上でそれぞれ回転する。これらの棒の一つまたは両方が、ラチ
ェットスリップクラッチを使用して、棒の一方を他方に対して乗り超えさせてよい。組み
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立て時および使用時に、アクチュエーター７６がスロット７８に沿って動くと、駆動部品
群８８の回転鎖９０が回転し、巻き取りローラー９６およびメーターローラー９８を回転
させる。これによって剥離層１０４がピン１１６の周りを進むので、比較的柔軟な剥離材
料がピン１１６の曲線の周りで曲がるようになり、比較的堅いコネクターが剥離材料から
剥離されて開口部８０を通って突き出される。張力装置又はキャプスタン組み立て品（ア
センブリ）１０２は、組み立て時にメーターローラー９８に隣接するようにはめ込まれる
。張力装置１０２はメーターローラー９８に対して付勢するように設計されたローラーを
搭載した一対のばねであり、使用時に剥離材料１０４がメーターローラー９８に対してぴ
んと張るように保つ。
【００４８】
　剥離材料７４のロールは、剥離材料１０４が先端部１０８へ延在している状態で、スピ
ンドルまたはペグ１０６上に取り付けられる。ディスペンサーを組立てる時、剥離材料７
４のロールの装填は、ペグ１０６上にロール７４をはめ込むこと、および巻き取りローラ
ー９６に取り付けられた先端部１０８で終わるディスペンサー７０を通って適切な経路に
剥離材料１０４を送ることにより行われる。先端１０８の巻き取りローラー９６への取付
は、巻き取りローラー９６のスロット１１０に先端１０８を挿入することにより、先端１
０８上の接着剤を用いて先端１０８を巻き取りローラー９６の周辺に取り付けること、又
は他の任意の好適な技術によって行い得る。
【００４９】
　ロール７４がディスペンサー７０内に適切にはめ込まれると、ロール７４上の最初のコ
ネクターは差し出される準備ができていてよい。先端部１０８が巻き取りローラー９６の
スロット１１０にはめ込まれた時に最初のコネクターが適切な位置にあるように、最初の
コネクターは先端部１０８から所定の距離だけ間隔をおいて配置されてよい。言い換えれ
ば、最初のコネクターは、所定の長さの部分の先端引き出しおよび先端部１０８に続いて
剥離材料に位置付けられる。その後に続くコネクターはロール７４の残りの部分にわたっ
て剥離材料１０４に沿って間隔をおいて配置される。多くの場合、コネクター間の剥離材
料のストリップに沿った距離は、コネクターの間で比較的一定となるであろう。
【００５０】
　アクチュエーター７６が最初のコネクターを開口部８０から差し出させた後、次のコネ
クターが差し出される準備がされるように剥離材料１０４は前進している。従って、アク
チュエーター７６の動きによって通常、次のコネクターが適切な位置に差し出されるよう
に押し出す一枚のコネクターの長さよりもわずかに多く剥離材料１０４が前進させられる
であろうため、ディスペンサー７０は自己整合している。調整ネジ１１２によりユーザー
は微調整を行うことによるか又は他の方法で、アクチュエーターの第１の位置を調節して
、アクチュエーターの動く距離を延長または短縮することができる。この変化は、アクチ
ュエーターが当初の位置から最終位置へと動いた時の、剥離材料１０４の経路に沿う動き
の変化量に反映される。
【００５１】
　図１３はカバーを外した状態のコネクターディスペンサー７０の側面図であり、さらに
剥離材料１０４の経路を示すものである。図示されるように、剥離材料１０４の経路はロ
ール７４において始まり、曲面部分１１４に沿って開口部８０近くに位置付けられた自由
回転するロッド１１６の周りの急カーブまで延在して、メーターローラー９８と張力装置
１０２の間で延在して巻き取りローラー９６の周囲に至る。使用時に、アクチュエーター
７６が動きによって、巻き取りローラー９６とメーターローラー９８の両方が所定量回転
する。この回転により、剥離層１０４が上述の経路に沿って所定の距離を進む。一般的に
、剥離材料は、剥離材料１０４上のコネクターが剥離材料１０４から外れるか、または部
分的に外れて、ユーザーが握って使用するための開口部８０から突出するように、十分な
距離を進むであろう。
【００５２】
　図１２はカバーが付いた状態のコネクターディスペンサー７４の側面図である。一般に
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、ディスペンサーの筺体は、剥離材料上のコネクターのロールを装填または取り外すため
に筺体を開けさせる２つの部分を有するであろう。２つの部分はヒンジで互いに連結され
てよく、かつクラムシェルの形態に開いてよい。ラッチ１１８が、筺体７２の２つの部分
を一緒に固定して、必要な時にユーザーがディスペンサー７０を素早くかつ容易に再充填
することを可能にする。ラッチの位置付けはまた、ユーザーの身体上の位置からディスペ
ンサー７０を取り外すことなく、ユーザーがディスペンサー７０を再充填することを可能
にする。
【００５３】
　図１４および図１５はコネクターディスペンサー７０の駆動部品群８８を示す。ディス
ペンサーの７６のアクチュエーターは、駆動部品群８８内の鎖９０の連結部に取り付けら
れると、スロット７８の経路に沿ったアクチュエーター７６の動きが、鎖９０を駆動部品
群８８内でその経路に沿って回転させる。鎖９０を回転することにより、メーターローラ
ー駆動部材１１８および巻き上げロール駆動部材１２０の回転が引き起こされる。上述し
たように、駆動部材１１８、１２０およびそれと関連する駆動ローラー９６、９８の回転
は、ディスペンサー７０内の剥離材料１０４の動きを引き起こす。駆動部材の一つまたは
両方は、ラチェットする部材を利用して、駆動部材が一方向のみに、すなわちディスペン
サー７０内の剥離材料１０４のその経路に沿った前方への動きに対応する方向のみに確実
に回転するようにする。駆動部材１１８、１２０は、任意の好適な方法で、ローラー９６
、９８にそれぞれ取り付けられてもよい。例えば、駆動部材は、ローラー上の１２ポイン
トの６角形のソケットと結合する６ポイントの６角形のプロフィールを有してよい。６ポ
イントから１２ポイントの連結は、組み立て中にまたは再充填後にディスペンサー７０の
カバーを位置付けし直す際に、これらの部品を一緒に位置調整させることを容易にする。
【００５４】
　また、アクチュエーターの動きと共に鎖が動くと、ばね駆動部材１２２が回転してばね
ケーシング１００内部のばね（図示せず）をコイルさせ、エネルギーを保持する。ユーザ
ーがアクチュエーター７６を開始位置から終止位置まで移動させて、アクチュエーターか
ら手を離すと、ばねが伸びて鎖９０を反対方向に回転させ、これにより取り付けられたア
クチュエーター７６が経路（スロット）７８に沿って開始位置に戻される。張力装置１２
４は駆動部品群８８内のその経路に鎖９０を固定している。ケーシング１２６に駆動部品
群８８の内部部品を入れる。
【００５５】
　いくつかの代替的なディスペンサーの設計が可能である。例えば、ディスペンサーは様
々な位置に取り付けるために変更を加えてもよい。ユーザーのベルトおよび足に取り付け
ることに加えて、ディスペンサーをユーザーのひざの間にストラップで取り付けてもよく
、ユーザーの腕または手首に取り付けてもよく、バックパックとして身につけてもよく、
ユーザーの肩にかけてもよく、あるいはユーザーの身体の任意の好適な部分に固着し、取
り付け、つるし、または接触させてもよい。典型的には、ディスペンサーは、ユーザーが
ディスペンスされるコネクターにアクセスするのに便利な位置におかれるであろう。
【００５６】
　あるいは、ディスペンサーはユーザーの身体から離して使用してもよい。例えば、ディ
スペンサーは床材の上に乗せてもよく、あるいはユーザーがひざをつくひざつき台に取り
付けてもよい。ディスペンサーは天井または壁から吊下げてもよく、あるいはジップライ
ンに取り付けてもよい。ディスペンサーはまた、ディスペンサーが出荷されるパッケージ
の一部であってよく、またはディスペンサーが出荷されるパッケージのいくつかまたは全
てを含んでもよい。他の代替物として、ディスペンサーは１つより多くのコネクターを同
時にディスペンスしてもよく、または連結されたディスペンサーの格子（グリッド）をデ
ィスペンスしてもよい。
【００５７】
　剥離材料からのコネクターの剥離はまた、上述されたこれらの手段とは別の代替手段に
より達成してもよい。急カーブ周りの剥離材料を通過させることにより剥離させることに
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加えて、様々な他のメカニズムが考えられる。例えば、ユーザーがコネクターをつかみ、
剥離材料からコネクターを取り外すことにより剥離してもよい。このような場合、ディス
ペンサーは、ユーザーが取り外すためにコネクターが付着された剥離材料をディスペンス
してもよい。例えば、ディスペンサーは、扇状に折りたたまれた剥離材料の束であって、
折り曲げられた部分の各々に一つのコネクターを有する剥離材料の束を含んでもよい。そ
のようなディスペンサーの開口部は、ユーザーがコネクターを取り囲む剥離材料をつかん
で取り外し次いでコネクターを取り外して剥離材料を捨てることを可能にする。
【００５８】
　別の例として、ディスペンサーは剥離材料がないコネクターの連続ロールを有してもよ
い。そのようなディスペンサーは、個別のコネクターとして使用されるために、所定量ま
たはユーザーが決めた量のコネクターロールを切り取る開口部の近くに切り取り部材を有
してもよい。裏地層としての剥離材料なしにロールにされたコネクターのロールの裏地層
は、剥離コーティングを有してもよい。
【００５９】
　別の例として、コネクターはディスペンサー内に個々に積み重ねられて、各コネクター
はその接着面の全てまたは一部をカバーする剥離材料を有し、これにより束においてコネ
クターの各々が他のコネクターに貼り付くことはないようにしてもよい。剥離材料はその
上に弱い接着剤を有し、束において隣接するコネクターが束において結合される（すなわ
ち、弱い接着剤が隣接するタイルの非接着面に取り外し可能に貼り付く）。
【００６０】
　さらに代替的に、コネクターはディスペンサー内に束として積み重ねられて、各コネク
ターの接着面が隣接するコネクターに付着されるようにしてもよい。例えば、アクリル、
ポリオレフィン、ポリアミド、またはポリエステルなどのシリコーン処理または高分子フ
ロリン処理された剥離コーティングを、各タイルの非接着面に塗布して、隣接するタイル
の接着面が非接着面に取り外し可能に付着されてもよい。
【００６１】
　コネクターの束をディスペンサーと共にまたはディスペンサーなしで使用してもよい。
いくつかの場合において、設置者がコネクターの束を単に持って、使用するために１回に
一つのコネクターを取り外すのに便利であってよい。束におけるコネクターは、上述した
ような様々な方法で付着してもよい。
【００６２】
　本発明のディスペンサーはまた、ユーザーがコネクターに触れることなく、カーペット
タイルに直接コネクターをディスペンスするように配置してもよい。例えば、ディスペン
サーはカーペットタイルの角が配置され得る角を有してもよい。カーペットタイルが配置
されると、タイル角にコネクターをディスペンスするためにディスペンサーはユーザーに
より駆動されるか、あるいはタイルの存在を自動的に検知することにより自動的に駆動さ
れる。同様の設計を用いてコネクターを直接カーペットタイルの縁（角ではなく）に付着
してもよい。あるいは、ディスペンサーはカーペットタイルが床材に置かれるとカーペッ
トタイルの角の下でロールする（転がる）ように設計してもよい。適切な位置になると、
ディスペンサーはコネクターをカーペットタイルに直接ディスペンスする。このローリン
グの動きはまた、ディスペンサーにコネクターを押し出させてよい。
【００６３】
　本発明のディスペンサーはまた、コネクターを保持する剥離材料を様々な方法で進ませ
るために構成されてよい。ユーザーが制御するアクチュエーターに加えて、剥離材料の前
進は、ユーザーが剥離材料で引っ張ること、ユーザーがコネクターで引っ張ること、電気
モーター、ユーザーの動作（例えば、ユーザーがひざつき台で左右にゆらすこと）、また
は他の任意の好適な技術または装置により制御されてよい。
【００６４】
　本発明のディスペンサーは典型的には、ユーザーまたはカーペットタイルの設置者に便
利な方位にコネクターをディスペンスするであろうが、いつもそうでなくてもよい。好ま
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しくは、ユーザーがコネクターを適用または位置付ける前に、それを裏返すかまたは回転
させる必要がないように、コネクターはコネクターの接着面を上に向けてディスペンスさ
れるであろう。ディスペンサーはまた、剥離材料上に残っているコネクターの数を追跡記
録し表示するためのカウンターおよびディスプレイを備えてよい。ディスペンサーは、内
部に保持されている残りのコネクターをユーザーが見ることができるように、開口部を備
えてもよい。
【００６５】
　本発明の別の実施形態では、剥離材料２６は完全に省略されてもよい。むしろ、コネク
ター２０は、あるコネクター２０の接着層２４が、束においてそのコネクターの上に位置
付けられているコネクター２０のフィルム２２に接触している状態で互いの上に積み重ね
ることができる。次いで設置者は、設置中に束からコネクター２０を単に剥がす。
【００６６】
　コネクターを使用するタイルの一設置法において、第１のタイルが従来のタイル設置法
により決められた位置で床の上に配置される。コネクター２０を剥離層２６から（または
コネクター２０の束から）剥がして、接着層２４がその下の床から見て上向きになるよう
に配置される。接着層２４の一部分のみがタイルの裏面に接着するように、コネクター２
０を位置付けて、コネクター２０の残りの部分がタイルの裏面から延在するようにしてお
く。次いで一枚のタイルまたは複数枚のタイルを、コネクター２０の一部分が隣接するタ
イルに接着するように第１のタイルに隣接して位置付ける。このように、コネクターは隣
接するタイルの隣接する縁にかけ渡される。
【００６７】
　任意の数のコネクター２０を設置体において隣接するタイルを結合するために使用して
もよい。しかしながら、安定した床カバー材を創出するために、コネクターを隣接するタ
イルの縁全体に沿って位置付ける必要もないし、隣接するタイルの縁全てにわたって位置
付ける必要もない。むしろ、隣接するタイルを固定するために隣接するタイルの縁全体に
沿って使用されている接着テープとは異なり、本発明のコネクター２０は、隣接する縁の
非常に限定された長さに沿って延在するだけでよい。例えば、隣接するタイルの縁の５％
～１０％のみがコネクター２０で固定される床カバー材設置体のタイルは、歩行者通行量
、圧延通行量、および洗浄中と保守中にかけられる圧力にさらされる時に、設置中に相対
的な位置を保持する能力だけでなく、平面安定性（タイルのへこみおよび／または丸まり
により測定される）、および寸法安定性（タイルの歪曲により測定される）をも示すこと
が見出された。
【００６８】
　図５はタイルの従来設置（すなわち、整合されるように行と列に設置する）の一実施形
態を示す。説明を簡潔にするために、コネクターの位置付けを、図６にて整列されて示さ
れているように、４枚のタイル４１～４４の基本ユニット４０について述べる。タイル４
１～４４は好ましくはこれらが交差する角で中央コネクター４６を用いて結合される。さ
らに、各タイルの中央コネクター４６から対角線上の角はまた、コネクター２０を用いて
隣接するタイルにも結合される。このように、全部で２枚のみのタイルコネクター（中央
コネクター４６と４つの対角線上の各タイル角におけるコネクターの４分の１を合わせて
）を、４枚のタイル４１～４４の基本ユニットを設置するために使用するだけでよい。こ
れをさらに分解すると、各４枚のタイル４１～４４は、平均して、コネクターの表面積の
２分の１のみからのその安定性を得る。
【００６９】
　図７は煉瓦積み設置（または図７のアシュラー設置を９０度回転させた場合）における
可能なコネクターの配置を示す。説明を簡潔にするために、コネクター２０の好ましい位
置付けを、図８にて整列されて示されているように、４枚のタイル６１～６４の基本ユニ
ット６０について述べる。タイル４１～４４と同様に、全部で２枚のみのタイルコネクタ
ー（各タイルについて１／２のコネクター）を４枚のタイル６１～６４の基本ユニット６
０を設置するために使用するだけでよい。
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【００７０】
　図５～８は、タイルを設置するための無数のコネクター配置のいくつかの可能性を示す
。コネクター２０は隣接するタイル間の任意の位置に位置付けしてもよく、従って設置体
における任意のタイルを、わずか１枚のコネクターの一部およびタイルの寸法およびコネ
クター２０の寸法からできるだけ多くのコネクターに接触させてもよい。交差しているタ
イルの角での配置に加えて、コネクター２０を２枚のみのタイルの隣接する縁にかけ渡さ
れるように位置付けてもよい。さらに、異なる形状のまたは寸法のコネクター２０を単独
の設置で使用してもよい。例えば、図５に示される矩形のコネクターに加えて、三角形の
コネクターは設置の境界、例えばタイルが壁に接触する箇所などにおいて有用にし得る。
【００７１】
　コネクター２０を現場で配置することに加えて、製造中にタイルの所望の場所でコネク
ター２０を予め位置付けることも可能である。例えば、コネクター２０の剥離材料２６に
ミシン目をいれてもよい。従って、製造中に、剥離材料２６の一部分を、接着層２４の一
部分を露出させるためにミシン目に沿って取り除くことができる。コネクター２０のその
部分を、次いで上述したタイル５０の縁の裏面に接着させることができる（図９を参照）
。コネクター２０の残りの部分の接着剤は、残りの剥離材料２６により引き続き保護され
る。タイル５０から延在するコネクター２０が、出荷するためのタイル５０の包装の妨げ
になることを防ぐために、コネクター２０を（方向Ａにおいて）ミシン目の裏面に沿って
コネクター２０を曲げて、コネクター２０の裏面がそれ自身とぴったり重なるようにする
ことが好ましい。設置中に、設置者は、上述したようにタイル５０の縁からコネクター２
０を延ばし、残りの剥離材料２６を取り外し、そしてタイル５０を設置することのみ必要
である。
【００７２】
　タイルが床材に固着されていないので、タイルをその下の床の表面に直接配置する必要
はない。むしろ、本発明のコネクター２０は、タイルと床材の間に位置付けられた中間基
材に位置付けられているタイルとも同じように良好に働く。例えば、プラスチックシート
などのバリア材を、タイル設置に先立って床材に位置付けてもよい。プラスチックシート
は、タイルの継ぎ目を通ってもれてタイルにこぼれた液体により引き起こされ得るような
ダメージから床材を保護するのに役立つことができるし、また既存の床材に存在する湿気
の障壁として役立ち、従ってシーラントおよびバリアコーティングが必要でなくなる。さ
らに、クッションまたは発泡パッドをも、タイル設置前に床材に位置付けてもよい。クッ
ションは足元を快適にし、クッション裏地のカーペットタイルを使用する必要もなくなる
。その代わりに、堅裏地のタイルを単にその下のクッションパッドに設置することができ
る。
【００７３】
　本発明のコネクターは現行のタイル設置システムおよび方法を改良している。コネクタ
ーは伝統的な設置システムよりも少ない材料そしてより安い材料を使用する。さらに、コ
ネクターの使用によって、設置に先立って床材を前処理することが不要になるので（接着
システムの６０％ほどの時間で）それによってタイル設置時間が大幅に削減される。設置
者が接着剤の層を床材に塗布し、次いでタイルを接着層に位置付けるために塗布時の自分
の歩みを再びなぞるのではなく、設置者はコネクターを用いて進むままに位置付けて固定
する。さらに、コネクターで剥離可能な接着剤が使用されておりかつコネクターに接触す
るタイルの表面積が限定されていれば、タイルは必要であれば容易に位置付けし直すこと
ができる。またさらに、タイルがその下の床と接触しないので、タイルは床材から容易に
取り外し可能となり且つ取り外し時にその下の床を初期の状態にすることが可能となる。
その結果、床材は別の床カバー材で新たに覆われる前に再仕上げをする必要がない。
【００７４】
　上述した実施形態は例示的なものであり、限定的なものではない。図面に例示されてい
る構造および上述した材料の多くの変形が可能であり、そのような変形は請求項に定義さ
れている本発明の範囲内である。
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【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明のコネクターおよび剥離層の一実施形態を示す斜視図である。
【図２】本発明のコネクターおよび剥離層の別の実施形態を示す斜視図である。
【図３】本発明のコネクターのさらに別の実施例を示す上面図である。
【図４】本発明のコネクターディスペンサーの一実施形態を示す概略図である。
【図５】本発明に従うタイル設置を示す底面図である。
【図６】図５のタイルの小グループを示す底面図である。
【図７】本発明に従う別のタイル設置を示す底面図である。
【図８】図７のタイルの部分集合を示す底面図である。
【図９】タイルの縁に付着された本発明のコネクターの実施形態を示す側面斜視図である
。
【図１０】コネクターディスペンサーの斜視図である。
【図１１】図１０のコネクターディスペンサーの分解斜視図である。
【図１２】図１０のコネクターディスペンサーの側面図である。
【図１３】図１０のコネクターディスペンサーの筺体のフロントカバーが取り外された側
面図である。
【図１４】図１０のコネクターディスペンサーの駆動部品群の側面図である。
【図１５】図１０のコネクターディスペンサーの駆動部品群の前面図である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図１２】

【図１３】

【図１４】
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